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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 32,537 △8.8 2,001 △26.1 1,977 △26.9 1,211 △23.2
24年3月期第2四半期 35,675 30.6 2,707 101.4 2,705 97.5 1,576 134.7

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 1,163百万円 （△28.2％） 24年3月期第2四半期 1,618百万円 （100.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 34.23 34.14
24年3月期第2四半期 44.60 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 68,008 20,901 30.7
24年3月期 65,209 20,123 30.8
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  20,861百万円 24年3月期  20,082百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 9.00 ― 11.00 20.00
25年3月期 ― 10.00
25年3月期（予想） ― 10.00 20.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,000 △2.2 4,100 △16.8 4,000 △18.4 2,420 △12.6 68.37



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点におきまして、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前
提に基づき作成したものであります。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、四半期決算短信【添付資料】「連結業績予想に関する定性的情
報」をご覧ください。 
（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法について） 
 決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載いたしております。 
 また、当社は、平成24年11月１日（木）に機関投資家及び個人投資家向け決算説明会、11月２日（金）に機関投資家向け決算説明会を開催する予定です。この
決算説明会の詳細につきましては、当社ホームページに掲載いたしております。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 36,849,912 株 24年3月期 36,849,912 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 1,455,867 株 24年3月期 1,466,367 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 35,388,903 株 24年3月期2Q 35,351,661 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要が景気の下支えになったものの、欧州の金融危機の

拡大や円高の長期化による輸出産業の収益悪化、さらには電力供給の制約などの経済の下振れ要因が続き、景気の

先行きは不透明な状況で推移いたしました。 

 不動産業界におきましては、引き続き超低金利の住宅ローンの後押しもあって一次取得者層を中心とする住宅需

要は根強く、低価格帯の物件を中心に堅調に推移しております。 

 当社グループ（当社及び当社の連結子会社）におきましては、中古住宅の仕入における厳しい競合状況を反映し

て、中古住宅販売事業の売上高が期初予想を下回りましたが、収益性の高い土地有効活用事業の建築請負工事につ

いては工事進捗が予想以上に進んだことから、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び四半期純利益

は計画値を上回る結果となりました。 

 なお、当第２四半期連結累計期間の計画値と実績は以下のとおりであります。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 分譲住宅セグメントにおいては、顧客の住宅間取りや設備仕様に対する様々なニーズに対応した自由設計住宅の

完成引渡しが順調に推移しました。前連結会計年度後半に再開しました分譲マンション販売が当第２四半期連結累

計期間に本格化したことにより、当事業セグメントの受注契約高は15,761百万円（前年同期比27.6％増）となり好

調に推移しました。一方、収益面においては概ね期初予想のとおり、売上高は10,284百万円（前年同期比29.3％

減）となり、セグメント利益は分譲マンション販売に係る広告宣伝費の増加やリーマン・ショックの直後に仕入れ

た利益率の高い物件の引渡しが一段落した影響により632百万円（前年同期比65.4％減）となりました。 

 住宅流通セグメントにおいては、新築建売住宅の仕入・販売は順調に推移しましたが、中古住宅については良質

な中古物件の仕入が厳しい競合状況となり、当第２四半期連結累計期間の売上高は期初予想より2,433百万円減少

いたしました。平成24年９月にはフジホームバンク堺店の新設・移転を行い、下半期に向けて仕入体制の強化に取

り組んで参ります。以上の結果、当セグメントの受注契約高は10,288百万円（前年同期比26.1％減）となり、売上

高は受注契約高の減少に伴い10,835百万円（前年同期比18.2％減）となり、セグメント利益は259百万円（前年同

期比58.4％減）となりました。 

 土地有効活用セグメントにおいては、「フジパレスシニア」（低賃料タイプサービス付き高齢者向け住宅）やメ

ゾネット型賃貸住宅の前連結会計年度末における高水準の受注残高と当第２四半期連結累計期間の順調な工事進捗

を反映して、売上高は7,042百万円（前年同期比81.9％増）となり、収益性の高い賃貸住宅等建築請負の売上構成

比が高まったことから、セグメント利益は1,303百万円（前年同期比169.7％増）と大幅に増加しました。 

 賃貸及び管理セグメントにおいては、主として土地有効活用事業にリンクした賃貸物件及び管理物件の取扱い件

数が増加したこと、稼働率が前年同期に比べ改善したことにより、当セグメントの売上高は4,167百万円（前年同

期比8.6％増）となり、セグメント利益は244百万円（前年同期比37.2％増）となりました。 

 注文住宅セグメントにおいては、売上高は207百万円（前年同期比12.5％増）を計上しましたが、今後の営業展

開に向けた営業社員の採用などの先行投資費用の増加により、セグメント損失25百万円（前年同期はセグメント損

失12百万円）となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は 百万円（前年同期比8.8％減）となり、営業

利益 百万円（前年同期比26.1％減）、経常利益 百万円（前年同期比26.9％減）、四半期純利益 百

万円（前年同期比23.2％減）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

   
当第２四半期連結累計期間 

差 異 
計 画 実 績 

売 上 高  (百万円)  32,700  32,537 ％減 0.5

営 業 利 益  (百万円)  1,330  2,001 ％増 50.5

経 常 利 益  (百万円)  1,300  1,977 ％増 52.2

四 半 期 純 利 益  (百万円)  790  1,211 ％増 53.3

32,537

2,001 1,977 1,211



※第２四半期連結累計期間における損益の特徴 

 不動産業界におきましては、一般に、マンション・住宅等の引渡し(売上計上)時期は第４四半期、特に３月に集

中する傾向があります。当社グループは、不動産販売事業における戸建住宅を中心とした引渡し時期の平準化に努

めており、平成25年３月期におきましては、当第２四半期連結累計期間実績の年間売上予想に対する実績進捗率は

46.5％となりました。 

 なお、通期予想に対する当第２四半期連結累計期間の実績は以下のとおりであります。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,798百万円増加

しました。 

 流動資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,805百万円の増加となりました。これは主として、

たな卸資産の増加額2,679百万円及び現金及び預金の増加額144百万円を反映したものであります。固定資産は

百万円となり、前連結会計年度末に比べ７百万円減少しました。これは主として、有形固定資産の増加額35

百万円及び投資有価証券の減少額48百万円を反映したものであります。 

 流動負債は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,921百万円の増加となりました。これは主として、

短期借入金の増加額2,447百万円並びに未払法人税等の減少額425百万円及び前受金の減少額545百万円を反映した

ものであります。固定負債は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ99百万円の増加となりました。これは

主として、長期借入金の増加額460百万円及び社債の償還による減少額360百万円を反映したものであります。 

 純資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ777百万円の増加となりました。これは、配当金の支払

いによる減少額389百万円及び四半期純利益の計上による増加額 百万円を反映したものであります。自己資本

比率は、前連結会計年度末の30.8％から30.7％となりました。 

  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、たな卸資産の増加及び法

人税等の支払等の減少要因がありましたが、税金等調整前四半期純利益 百万円の計上及び借入金の純増等の

増加要因により、前連結会計年度末に比べ144百万円増加し、 百万円（前年同四半期末残高 百万円）と

なりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は 百万円（前年同期は213百万円の増加）

となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益の獲得額 百万円及びたな卸資産の増加額 百万

円、法人税等の支払額 百万円等を反映したものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は 百万円（前年同期比34.3％減）となりま

した。これは主に、分譲住宅事業に係る販売センター等の新設に伴う有形固定資産の取得による支出 百万円

を反映したものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は 百万円（前年同期は1,397百万円の減

少）となりました。これは主に、短期借入金・長期借入金の純増加額2,908百万円及び社債の償還による支出360

百万円を反映したものであります。 

   

    
通期予想 

(平成24年10月19日公表) 
当第２四半期 
連結累計期間 

進捗率 

売 上 高  (百万円)  70,000  32,537 ％ 46.5

営 業 利 益  (百万円)  4,100  2,001 ％ 48.8

経 常 利 益  (百万円)  4,000  1,977 ％ 49.4

当期（四半期）純利益  (百万円)  2,420  1,211 ％ 50.1

68,008

60,679

7,328

20,975

26,130

20,901

1,211

1,977

9,894 6,724

1,841

1,977 2,679

1,135

172

166

2,158



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における業績は、営業利益、経常利益及び四半期純利益において期初予想を大幅に上

回る業績となったため、平成24年10月19日付で「業績予想の修正に関するお知らせ」を公表いたしました。 

 今後の経済見通しは、中国経済の減速や欧州の金融危機の再燃など経済の不安定要因が大きくなり、景気の先行

きが一層不透明な状況で推移するものと予想いたします。このような不透明な状況下で、上半期においては利益面

において順調な業績結果となりましたが、中古住宅の厳しい仕入状況が下半期も続くものと予想されることから、

連結売上高は、期初予想に比べ50億円減少する見込みであります。しかしながら、利益面においては、収益性の高

い土地有効活用事業の工事進捗が順調に進んでいることから、中古住宅の利益の減少を補うことができるものと見

込んでおります。今後の見通しにつきましては引続き検討を行い、業績予想に関して修正の必要が生じた場合に

は、速やかに開示する予定であります。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,749,597 9,894,340

完成工事未収入金 77,681 171,302

販売用不動産 10,913,181 10,594,724

仕掛販売用不動産 9,651,635 14,727,834

開発用不動産 25,756,622 23,759,041

未成工事支出金 139,972 55,527

貯蔵品 25,714 29,123

繰延税金資産 617,413 565,461

その他 999,090 940,771

貸倒引当金 △57,108 △58,392

流動資産合計 57,873,798 60,679,735

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,630,043 2,644,914

機械装置及び運搬具（純額） 94 31

工具、器具及び備品（純額） 121,423 128,571

土地 3,558,374 3,558,374

リース資産（純額） 21,998 21,062

建設仮勘定 3,282 17,803

有形固定資産合計 6,335,215 6,370,757

無形固定資産 15,308 18,616

投資その他の資産   

投資有価証券 445,610 396,635

長期貸付金 110,939 108,403

繰延税金資産 5,837 8,087

その他 424,620 429,826

貸倒引当金 △1,587 △3,684

投資その他の資産合計 985,420 939,267

固定資産合計 7,335,945 7,328,641

資産合計 65,209,744 68,008,376



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 2,266,640 2,724,804

短期借入金 8,867,800 11,315,750

1年内償還予定の社債 720,000 720,000

リース債務 8,860 9,547

未払法人税等 1,167,075 741,661

前受金 3,742,548 3,196,791

賞与引当金 156,470 163,110

その他 2,124,831 2,104,243

流動負債合計 19,054,225 20,975,909

固定負債   

社債 1,500,000 1,140,000

長期借入金 24,275,350 24,736,100

リース債務 14,304 12,567

再評価に係る繰延税金負債 70,940 70,940

その他 170,950 170,950

固定負債合計 26,031,545 26,130,558

負債合計 45,085,771 47,106,467

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,872,064 4,872,064

資本剰余金 5,455,833 5,457,267

利益剰余金 10,254,353 11,076,474

自己株式 △440,652 △437,496

株主資本合計 20,141,599 20,968,308

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △141,797 △190,045

土地再評価差額金 82,945 82,945

その他の包括利益累計額合計 △58,851 △107,099

新株予約権 41,225 40,700

純資産合計 20,123,972 20,901,909

負債純資産合計 65,209,744 68,008,376



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 35,675,934 32,537,207

売上原価 29,016,805 26,441,466

売上総利益 6,659,129 6,095,740

販売費及び一般管理費   

販売手数料 508,819 488,453

広告宣伝費 734,559 861,390

販売促進費 53,438 48,736

給料及び賞与 1,135,018 1,162,208

貸倒引当金繰入額 9,157 8,097

賞与引当金繰入額 90,425 92,844

事業税 28,600 26,200

消費税等 124,774 90,999

減価償却費 39,300 37,626

賃借料 162,727 170,592

その他 1,065,158 1,107,537

販売費及び一般管理費合計 3,951,980 4,094,687

営業利益 2,707,149 2,001,052

営業外収益   

受取利息 1,395 1,338

受取配当金 10,959 10,916

受取手数料 101,773 85,620

違約金収入 12,956 7,234

その他 24,732 26,104

営業外収益合計 151,818 131,214

営業外費用   

支払利息 141,456 140,291

その他 12,332 13,992

営業外費用合計 153,789 154,284

経常利益 2,705,178 1,977,982

特別損失   

固定資産除却損 494 113

投資有価証券評価損 21,074 －

特別損失合計 21,568 113

税金等調整前四半期純利益 2,683,609 1,977,868

法人税、住民税及び事業税 980,100 716,100

法人税等調整額 126,652 50,428

法人税等合計 1,106,752 766,528

少数株主損益調整前四半期純利益 1,576,857 1,211,340

少数株主利益 － －

四半期純利益 1,576,857 1,211,340



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,576,857 1,211,340

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 42,046 △48,248

その他の包括利益合計 42,046 △48,248

四半期包括利益 1,618,904 1,163,091

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,618,904 1,163,091

少数株主に係る四半期包括利益 － －



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,683,609 1,977,868

減価償却費 125,523 136,028

有形固定資産除却損 494 113

投資有価証券評価損益（△は益） 21,074 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18 3,380

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,020 6,640

受取利息及び受取配当金 △12,355 △12,255

支払利息 141,456 140,291

売上債権の増減額（△は増加） 188,192 △93,621

たな卸資産の増減額（△は増加） △983,842 △2,679,126

その他の流動資産の増減額（△は増加） △589,536 59,132

仕入債務の増減額（△は減少） △38,452 458,164

その他債務の増減額(△は減少) △83,988 △573,671

その他 35,116 2,027

小計 1,484,290 △575,025

利息及び配当金の受取額 12,355 12,255

利息の支払額 △142,942 △143,387

法人税等の支払額 △1,140,251 △1,135,593

営業活動によるキャッシュ・フロー 213,451 △1,841,751

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △263,015 △166,443

無形固定資産の取得による支出 △2,462 △5,659

貸付金の回収による収入 4,656 2,536

その他 △1,200 △2,672

投資活動によるキャッシュ・フロー △262,021 △172,239

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,443,500 1,251,400

長期借入れによる収入 7,355,000 8,165,000

長期借入金の返済による支出 △6,556,000 △6,507,700

社債の償還による支出 △360,000 △360,000

自己株式の売却による収入 － 4,063

自己株式の取得による支出 △68 －

リース債務の返済による支出 △4,026 △4,810

配当金の支払額 △388,868 △389,218

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,397,464 2,158,733

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,446,033 144,743

現金及び現金同等物の期首残高 8,170,264 9,749,597

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,724,230 9,894,340



 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

  （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

〔セグメント情報〕

  （単位：千円）

  
報告セグメント

合計

分譲住宅 住宅流通 土地有効活用 賃貸及び管理 注文住宅 

売上高             

外部顧客への売上高  14,538,587  13,242,688  3,871,973  3,837,895  184,790  35,675,934

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 －  －  －  －  －  －

計  14,538,587  13,242,688  3,871,973  3,837,895  184,790  35,675,934

セグメント利益又は損失（△）  1,824,671  624,927  483,172  177,834  △12,970  3,097,635

  （単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計  3,097,635

セグメント間取引消去  29,700

全社費用（注）  △420,186

四半期連結損益計算書の営業利益  2,707,149

  （単位：千円）

  
報告セグメント

合計

分譲住宅 住宅流通 土地有効活用 賃貸及び管理 注文住宅 

売上高             

外部顧客への売上高  10,284,169  10,835,223  7,042,491  4,167,459  207,863  32,537,207

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 －  －  －  －  －  －

計  10,284,169  10,835,223  7,042,491  4,167,459  207,863  32,537,207

セグメント利益又は損失（△）  632,118  259,952  1,303,206  244,061  △25,940  2,413,399



２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  （単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計  2,413,399

セグメント間取引消去  27,500

全社費用（注）  △439,846

四半期連結損益計算書の営業利益  2,001,052

（７）重要な後発事象



（１）経営管理上重要な指標 

 当社グループは、経営体質の安定化のための不動産の在庫量をコントロールする３つの指標値を目標設定いたしま

した。当指標の実績数値（通期予想）は、次のとおりとなっております。 

※通期業績予想に基づく数値であります。 

（注）１．売上高に対する在庫の量をコントロールする指標：たな卸不動産/不動産売上高 

２．在庫に対する有利子負債の額をコントロールする指標：有利子負債/たな卸不動産 

３．純資産額に対する在庫の金額をコントロールする指標：たな卸不動産/純資産 

  

（２）販売及び契約の状況 

① セグメント別連結売上高 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．住宅流通セグメントの「土地販売等」は、土地販売及び仲介手数料収入であります。 

  

４．補足情報

在庫量の指標 目標倍率 平成24年３月期実績 当第２四半期実績 

たな卸不動産/不動産売上高（注）１ １倍以下 0.79倍 0.90倍 ※ 

有利子負債/たな卸不動産 （注）２ 0.8倍以下 0.76倍 0.77倍 

たな卸不動産/純資産   （注）３ ２倍以下 2.31倍 2.35倍 

セグメントの名称 

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日） 

数量 金額（千円） 数量 金額（千円） 

分譲住宅  

自由設計住宅 戸 420  14,538,587 戸 303  10,284,169

住宅流通  

中古住宅 戸 707  11,007,192 戸 547  8,474,713

建売住宅 戸 84  2,153,006 戸 90  2,321,379

土地販売等 ㎡ 1,141  82,488 ㎡ 792  39,130

  計 
戸 

㎡ 

791

1,141
 13,242,688

戸 

㎡ 

637

792
 10,835,223

土地有効活用  

賃貸住宅等建築請負 ―  2,341,573 ―  4,378,126

個人投資家向け一棟売賃貸マンション ―  1,530,400 ―  2,664,364

  計 ―  3,871,973 ―  7,042,491

賃貸及び管理 ―  3,837,895 ―  4,167,459

注文住宅       

注文住宅建築請負 戸 6  100,658 戸 9  192,397

リフォーム工事請負 件 58  84,131 件 28  15,465

  計 
戸 

件 

6

58
 184,790

戸 

件 

9

28
 207,863

合計 

戸 

㎡ 

件 

1,217

1,141

58

 35,675,934

戸 

㎡ 

件 

949

792

28

 32,537,207



② セグメント別販売契約実績 

（注）１．期中契約高に記載された金額は、期中契約高と期中解約高を純額表示しております。 

２．個人投資家向け一棟売賃貸マンションの数量欄の「棟」は建物の棟数、「件」は土地の件数、「Ｆ」は一棟

のうちのフロア単位で販売契約した数量を示しております。 

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 （参考）  

通期セグメント別連結売上高予想 

  

セグメントの名称 

前第２四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日） 

期中契約高 期末契約残高 期中契約高 期末契約残高

数量 金額（千円） 数量 金額（千円） 数量 金額（千円） 数量 金額（千円）

分譲住宅                 

自由設計住宅 359戸 12,349,324 589戸 18,756,615 329戸  11,754,243 518戸 18,003,924

分譲マンション －戸 － －戸 － 163戸  4,007,265 192戸 4,728,235

  計 359戸 12,349,324 589戸 18,756,615 492戸  15,761,508 710戸 22,732,159

住宅流通                 

中古住宅 749戸 11,640,203 168戸 2,602,789 508戸  7,924,338 107戸 1,736,474

建売住宅  85戸 2,202,907 39戸 1,051,723 88戸  2,325,233 37戸 1,002,450

土地販売等 1,516㎡ 82,008 814㎡ 36,600 792㎡  39,130 －㎡ －

  計 
834戸 

1,516㎡ 13,925,119
207戸
814㎡

3,691,113
596戸
792㎡

 10,288,702
144戸 
－㎡ 2,738,924

土地有効活用                 

賃貸住宅等建築請負 19件 2,953,867 ― 7,779,928 14件  1,825,222 ― 5,946,839

個人投資家向け一棟売賃貸
マンション 

10棟 
11件 
1Ｆ 

1,536,100 ― 1,205,469
12棟
12件
6Ｆ

 1,879,995 ― 931,710

  計 
10棟 
30件 
1Ｆ 

4,489,967 ― 8,985,397
12棟
26件
6Ｆ

 3,705,218 ― 6,878,549

注文住宅          

注文住宅建築請負 12戸 239,700 14戸 279,600 18戸  400,850 23戸 484,507

リフォーム工事請負 56件 60,688 5件 15,678 22件  10,051 －件 －

  計 
12戸 
56件 300,389

14戸
5件

295,278
18戸
22件

 410,902
23戸 
－件 484,507

合計 

1,205戸 
1,516㎡ 

10棟 
86件 
1Ｆ 

31,064,800
810戸
814㎡
5件

31,728,404

1,106戸
792㎡
12棟
48件
6Ｆ

 30,166,331
877戸 
－㎡ 
－件 

32,834,141

区分 

通期予想 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

数量 金額（百万円） 構成比（％） 

分譲住宅      

自由設計住宅 戸 760  26,030  37.2

分譲マンション 戸 48  1,166  1.7

計 戸 808  27,196  38.9

住宅流通    

中古住宅 戸 1,147  17,764  25.4

建売住宅等 戸 186  5,047  7.2

計 戸 1,333  22,811  32.6

土地有効活用 ―  10,949  15.6

賃貸及び管理 ―  8,637  12.3

注文住宅 ―  407  0.6

合計 戸 2,141  70,000  100.0
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